
伝
統
と
歴
史
を
受
け
継
い
で 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

熊
谷
市
立
秦
小
学
校
長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
塩 

正 

 

 

一
、
本
校
の
沿
革 

 

１
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
公
立
葛
和
田
学
校
創
立 

２
明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）
日
向
、
俵
瀬
を
加
え
葛
和
田
小
学
校 

 

３
明
治
二
二
年
（
一
八
八
九
）
葛
和
田
小
学
校
を
葛
和
田
尋
常
小
学
校
と
改
称 

３
明
治
四
三
年
（
一
九
一
〇
）
葛
和
田
尋
常
小
学
校
を
秦
尋
常
小
学
校
に
改
称 

４
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
高
等
部
を
設
置
、
秦
尋
常
高
等
小
学
校
と
改
称 

５
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
秦
小
学
校
校
庭
拡
張
、
校
舎
増
築 

６
昭
和
五
四
年
（
一
九
七
九
）
秦
幼
稚
園
舎
竣
工 

７
昭
和
五
九
年
（
一
九
八
四
）
秦
小
学
校
舎
竣
工 

８
平
成
一
七
年
（
二
〇
〇
五
）
熊
谷
市
と
合
併
に
よ
り
熊
谷
市
立
秦
小
学
校
と
改
称 

二
、
校
章
・
校
歌
制
定
に
係
る
エ
ピ
ソ
ー
ド 

 

１ 

校
章 

 
 

①
昭
和
四
二
年
（
一
九
六
七
）
五
月
一
日
制
定 

 
 

②
秦
の
文
字
、
デ
ザ
イ
ン
は
、
本
校
教
諭
三
沢
文
雄
氏
の
発
案
で
制
作
さ
れ
た
。 

 

２ 

校
歌 

 
 

①
昭
和
二
九
年
（
一
九
五
四
）
十
月
一
日
制
定 

  
 

②
作
詞
は
島
来
展
也
氏
、
作
曲
は
原
口
彦
次
郎
氏
で
す
。
島
来
氏
の
本
名
は
島

田
猛
夫
と
い
い
、
明
治
四
四
年
、
日
向
に
生
ま
れ
、
本
校
の
卒
業
生
で
す
。
現

代
詩
に
優
れ
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
専
属
の
作
詞
家
で
、
気
象
大
学
校
を
は
じ
め
、

一
〇
〇
校
程
の
校
歌
も
作
詞
さ
れ
ま
し
た
。
原
口
氏
は
本
校
の
校
長
（
昭
和

二
六
年
～
昭
和
三
〇
年
）
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
原
口
校
長
が
本

校
在
任
中
に
島
来
氏
の
協
力
を
得
て
、
本
校
の
校
歌
を
制
定
し
た
も
の
と
思

わ
れ
る
の
で
す
が
、
何
年
に
作
ら
れ
た
か
は
不
明
で
す
。 

 

  
 
 

本
校
は
、
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
開
校
で
、
一
五
一
年
目
を
迎
え
る
歴
史
と

伝
統
の
あ
る
学
校
で
す
。
上
空
に
は
悠
々
と
飛
ぶ
グ
ラ
イ
ダ
ー
、
目
の
前
に

は
雄
大
な
利
根
川
が
流
れ
、
自
然
豊
か
な
立
地
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
親
子

三
代
、
四
代
と
通
う
児
童
も
お
り
、
た
く
さ
ん
の
温
か
い
地
域
の
方
々
に
支

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
秦
小
教
育
の
原
点
は
、
本
校
区
俵
瀬
生
ま
れ
の

日
本
の
公
許
女
医
第
一
号
で
あ
る
荻
野
吟
子
女
史
の
不
屈
の
精
神
を
受
け
継

ぐ
こ
と
。
吟
子
女
史
の
遺
し
た
男
女
分
け
隔
て
な
く
自
分
の
夢
を
持
ち
、
未

来
に
向
か
っ
て
力
強
く
羽
ば
た
い
て
い
く
こ
と
で
す
。 



 


